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ロ
つ

平
成
三
年
四
月
か
ら
使
用
禁
止
に
な
り
ま
す

　
　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
粉
じ
ん
が
社
会
問
題
と
な
り
、
国
は
六

　
月
に
「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」

　
を
制
定
し
ま
し
た
。
使
用
禁
止
が
来
年
四
月
、
罰
則
規
定
が
平
成
四

　
年
四
月
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。
利
便
性
か
ら
環
境
優
先
へ
と
移
り
変

　
わ
っ
た
今
、
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

　
が
来
ま
し
た
。
今
月
は
、
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
と
そ
れ
に
代
わ
る
ス

　
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
つ
い
て
特
集
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
ま
で
、
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ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

粉
じ
ん
が
深
刻
な

社
会
問
題
に

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
は
、
凍
結
し
た

道
路
で
の
制
動
性
、
耐
久
性
や
快
適

性
に
優
れ
、
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
の
よ

う
に
着
脱
を
こ
ま
め
に
行
う
必
要
が

な
い
こ
と
か
ら
、
昭
和
四
十
年
代
中

ご
ろ
以
降
急
速
に
普
及
し
て
き
ま
し

た
。
　
ド
ラ
イ
バ
ー
は
便
利
さ
ゆ
え
に
、

最
初
の
降
雪
時
に
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

を
装
着
す
る
と
、
春
に
な
っ
て
こ
れ

以
上
降
雪
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
時

　
　
　
　
路
面
の
状
況
に
か
か
わ
ら

ず
装
着
し
た
ま
ま
走
行
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
が
、
舗
装
路
面
を
摩

耗
し
て
粉
じ
ん
を
発
生
さ
せ
る
原
因

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
粉
じ
ん
問
題
や
騒
音
問
題
が
、

昭
和
五
十
年
代
中
ご
ろ
か
ら
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
健
康
へ
の
悪
影
響
、

生
活
環
境
の
悪
化
が
叫
ば
れ
大
き
な

社
会
問
題
と
な
り
ま
し
だ
。
人
の
健

康
へ
の
影
響
は
、
国
立
公
害
研
究
所

の
調
査
で
せ
き
込
む
、
た
ん
が
か
ら

む
、
息
苦
し
い
、
眼
が
痛
む
な
ど
の

症
状
が
訴
え
ら
れ
、
ま
た
、
環
境
庁

の
ラ
ッ
ト
を
使
っ
た
実
験
で
は
、
肺

と
リ
ン
パ
節
に
異
物
の
蓄
積
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
環
境
面
で
も
、
ま
ち

が
ほ
こ
り
っ
ぽ
い
、
衣
服
・
洗
濯
物

が
汚
れ
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
春
先
の
残
雪
の

黒
さ
や
、
ほ
こ
り
っ
ぽ
さ
を
見
て
粉

じ
ん
の
す
ご
さ
を
感
じ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

「
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん

の
発
生
の
防
止
に
関
す
る

法
律
」
が
で
き
ま
し
た

　
こ
う
し
て
国
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
の
粉
じ
ん
等
の
実
態
調
査
を
し

な
が
ら
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
販
売

量
の
規
制
や
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

の
普
及
、
性
能
技
術
の
向
上
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
一
方
、
地
方
公
共
団

体
も
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
普
及
を

呼
び
か
け
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
、
昭
和

六
十
三
年
六
月
に
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー

は
、
今
年
十
二
月
ま
で
に
ス
パ
イ
ク
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制動性能試験結果（時速40kmでの・ックブレーキ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（通産省調査）

　　　　（雪上）21・3m醸一ス．マィクタィヤ

冬用タイヤの販売本数年別推移
　　　　　（日本自動車タイヤ協会調査）

　　　　　　　　　　　　　麟スタッドレスタイヤ
「　　　　　　　　　　　　　　ロスパイクタイヤ

　　　　　　　　　　　　　　20・9m　　＿照スタッドレスタイヤ

，5噺m幽阻瓜皿玉虹」ム．パイクタイヤ

調』日、亟轟ヒニニ鵬．．．，．．．，．
璽
兀平謹昭63ユ昭62避昭61ユ昭60

　（本）

9，000・

8，000・

7，000・

6，000・

5，000・

4，000・

3，000鯛

2，000ロ

　　　　　　　　坂道発進性能（EF車）

圧雪路ならこう配8％まで、上り坂の途中発進が可能！

氷盤路でもこう配6％ならスパイクタイヤとほぼ同等！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○＝発進可能×＝発進不可能）

＆う配＄％の

屋雪坂道無の

途中発進

スノータイヤ ×
こう配6％の

氷盤坂道での

途中発進

スノータイヤ ×

スパイクタイヤ O スパイクタイヤ 3回中2回成功

スタッドレスタイヤ ○ スタッドレスタイヤ 30回中19回成功

　新しいゴム配合技術により、低温ではし

なやかさを保ち、かつ常温では耐久性を失
わない特殊ゴムを使用。また、大きなブロ

ックパターンに細かい切れ込みを施しエッ

ジ効果で氷との摩擦力を高めます。

短所としては、タイヤがロックして路面

との間にスリップが生じたときや、柔らか

いゴムの耐摩擦性低下が若干生ずることが
あります。

タ
イ
ヤ
の
製
造
を
中
止
し
、
来
年
三

月
末
限
り
で
販
売
を
中
止
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
六
月
「
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の
発
生
の
防

止
に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
、

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

粉
じ
ん
に
よ
る
影
響
を

防
止
す
る
た
め
地
域
が

指
定
さ
れ
ま
す

　
法
律
で
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に

よ
る
粉
じ
ん
を
発
生
さ
せ
衣
い
よ
う

努
力
す
る
こ
と
が
、
す
べ
て
の
国
民

に
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
禁
止
地
域
を

環
境
庁
が
県
の
意
見
を
、
県
は
市
町

村
の
意
見
を
聴
い
て
指
定
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
禁
止
地
域
で
は
、
」

積
雪
・
凍
結
路
を
除
い
て
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
の
使
用
は
禁
止
さ
れ
、
禁
止

規
定
は
平
成
三
年
四
月
か
ら
、
罰
則

規
定
は
平
成
四
年
四
月
か
ら
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

代
替
タ
イ
ヤ
の
開
発
が
遅
れ
て
い
る

大
型
車
は
、
三
年
以
内
の
適
用
猶
予
。

緊
急
車
や
身
障
者
が
使
用
す
る
車
は
、

除
外
す
る
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

　
市
で
は
、
指
定
に
当
初
難
色
を
示

し
て
き
ま
し
た
が
、
県
内
の
ほ
と
ん

ど
が
指
定
さ
れ
る
、
指
定
地
域
に
入

っ
た
場
合
タ
イ
ヤ
を
代
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
道

路
の
改
善
、
交
通
安
全
施
策
の
充
実

を
国
・
県
に
求
め
た
要
望
を
付
け
て

指
定
地
域
に
同
意
し
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

で
脱
ス
パ
イ
ク
タ
ィ
ヤ

社
会
を
目
指
す

　
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
代
わ
る
タ
イ

ヤ
と
し
て
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

が
大
幅
に
普
及
し
て
き
ま
し
た
。
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
と
は
、
ス
パ
イ
ク
（
ス

タ
ッ
ド
）
を
使
わ
な
い
で
凍
結
路
等

に
お
け
る
走
行
性
能
を
高
め
た
、
新

し
い
冬
用
の
タ
イ
ヤ
で
す
。
低
温
で

も
し
な
や
か
で
、
タ
イ
ヤ
の
溝
の
形

状
等
を
工
夫
し
た
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
慣

れ
た
わ
た
し
た
ち
は
、
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
に
対
し
て
不
安
も
あ
り
ま

す
．
よ
り
一
層
の
凍
結
道
路
に
対
す

る
運
転
教
育
が
、
今
後
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー

自
身
が
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
、

坂
道
で
は
チ
ェ
ー
ン
を
装
着
す
る
な

ど
の
努
力
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
利
便
性
か
ら

環
境
優
先
に
な
っ
た
今
、
わ
た
し
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
考
え
を
新
た
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
粉
じ
ん
の

な
い
き
れ
い
な
街
を
目
指
す
た
め
に
、

脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小林正夫さん
　（旭ヶ丘・49歳）

明石タクシー勤務

性
能
は
ス
パ
イ
ク
と
大
差
な
し

　
わ
た
じ
の
会
社
は
二
年
前
か
ら
試
験

的
に
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
を
入
れ
ま
し
た
。
今

冬
か
ら
は
金
車
両
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
で
す
。

雪
が
少
な
か
っ
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

催
能
は
ス
パ
嫁
ク
と
犬
差
が
な
い
で
す

癒
。
驚
も
、
安
奎
の
だ
め
ス
パ
イ
ク
感
覚

癒
乗
ら
な
麟
よ
う
指
示
じ
て
い
ま
す
。
普

及
じ
た
ら
除
雪
の
あ
と
に
、
す
べ
り
止
め

を
ま
け
ば
よ
り
安
心
癒
す
ね
。

郷哲雄巡査部長
　十臼町警察署
　パトカー主任

雪
道
は
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
め
に

　
運
転
手
の
皆
さ
ん
は
、
ス
パ
婦
ク
タ
羅

潔
の
制
動
牲
能
が
優
瀧
て
鱒
る
と
思
騨
込

轟
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
《
雪
道
を
走
っ
て

縢
ま
す
。
そ
糀
が
事
敵
に
つ
な
が
っ
癒
騎

る
ん
欝
す
。
県
の
調
べ
癒
も
ス
パ
凝
タ
に

よ
る
事
故
が
一
番
多
鵬
懸
す
。
ス
タ
ッ
ド

捻
ス
の
揚
合
に
惹
、
ス
ぽ
ー
ド
は
控
え
め

に
運
転
じ
ま
じ
ょ
う
。

3とrお』げ」≒駐平成2年12月10日



団
剛

十高空手女子

全
国
選
抜
大
会
出
場
権
獲
得

　
　
！
北
信
越
大
会
（
団
体
組
手
）
で
優
勝
－

　
全
国
高
校
空
手
道
選
抜
北
　
　
両
日
長
野
県
戸
倉
町
で
開
か
れ
、
十
目

信
越
地
区
予
選
会
が
、
十
一
　
　
町
高
校
空
手
道
部
女
子
は
団
体
組
手
で

月
十
七
日
d
ゆ
、
十
八
日
㈹
の
　
　
み
ご
と
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

優勝を喜、ヨミ女子部員

　
決
勝
戦
は
強
豪
松
商
学
園
（
長
野
）

と
の
対
戦
。
二
対
二
の
ま
ま
最
後
の
大

将
戦
に
も
つ
れ
こ
み
、
こ
れ
を
引
き
分

け
て
一
ポ
イ
ン
ト
差
で
内
容
勝
ち
し
ま

し
た
。
「
日
ご
ろ
か
ら
ポ
イ
ン
ト
計
算
を

意
識
さ
せ
た
の
が
役
立
っ
た
」
と
櫛
谷

監
督
。
3
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
で

の
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

〈
出
場
選
手
〉
川
田
美
春
、
遠
田
美
智

子
、
金
沢
清
美
、
荒
川
裕
子
、
根
津
咲

子
（
全
員
二
年
生
）

国民年金事業

社
会
保
険
庁
長
冒
表
彰

　
　
　
　
　
本
町
二
丁
目
納
付
組
合
が
受
賞

　
十
一
月
十
六
日
㈹
、
社
会

保
険
庁
長
官
表
彰
の
伝
達
式

が
市
長
室
で
行
わ
れ
、
本
町

薩

表彰を受ける代表の高橋さん

二
丁
目
納
付
組
合
（
代
表
高
橋
國
彦
氏
）

に
荒
瀬
長
岡
社
会
保
険
事
務
所
長
か
ら

賞
状
と
記
念
品
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
組
合
は
長
年
に
わ
た
り
、
国
民
年

金
保
険
料
の
集
金
や
地
域
の
年
金
相
談

な
ど
に
尽
力
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
社
会
保
険
庁
が
、
十
月

か
ら
十
一
月
を
「
国
民
年
金
制
度
普
及

月
間
」
に
定
め
、
国
民
年
金
へ
の
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

新しい戸籍は正しい字で

　　平成3年1月1日から
　
戸
籍
は
、
日
本
人
の

身
分
関
係
を
登
録
・
公

証
す
る
公
文
書
と
し
て

重
要
な
も
の
で
す
か
ら
、

正
し
い
文
字
で
記
載
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
戸
籍
の
中

に
は
、
氏
名
が
誤
字
あ

る
い
は
俗
字
で
記
載
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
官

公
署
の
窓
口
等
で
ト
ラ

ブ
ル
を
生
じ
、
社
会
生

活
上
で
不
便
を
強
い
ら

れ
て
い
る
方
々
も
あ
る

よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
三
年

一
月
一
日
以
後
は
、
従

来
の
戸
籍
に
誤
字
・
俗
字
で
記
載
さ
れ

て
い
る
氏
名
を
新
し
い
戸
籍
に
記
載
す

る
場
合
に
は
、
正
し
い
字
を
用
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
戸
籍
に
は

　
　
　
正
し
い
字
で
記
載
し
ま
す

一
、
従
来
の
戸
籍
に
氏
名
が
誤
字
・
俗

字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
新
し
い
戸
籍

に
正
し
い
字
で
記
載
し
ま
す
。

　
①
婚
姻
、
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て
新
し

く
戸
籍
を
作
る
場
合

　
②
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
っ
て
他
の
戸

籍
へ
入
籍
す
る
場
合

　
③
戸
籍
を
再
製
す
る
場
合
な
ど

二
、
誤
字
・
俗
字
を
正
し
い
字
で
記
載

す
る
場
合
に
は
、
届
け
出
の
時
あ
る
い

は
戸
籍
に
記
載
し
た
後
に
そ
の
旨
を
お

・
知
ら
せ
し
ま
す
。

三
、
俗
字
の
う
ち
「
高
」
と
か
「
崎
」

な
ど
、
一
定
の
範
囲
の
字
に
つ
い
て
は
、

従
来
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
。

申
し
出
に
よ
つ
て
正
し
い
字
に

　
　
訂
正
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

　
現
在
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま

ま
で
は
正
し
い
字
に
は
直
り
ま
せ
ん
が

申
し
出
に
よ
っ
て
、
い
つ
で
も
戸
籍
に

記
載
さ
れ
て
い
る
誤
字
・
俗
字
を
正
し

い
字
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
し
出
に
よ
つ
て
難
し
い
字
体
を

　
　
や
さ
し
い
字
体
に
直
せ
ま
す

　
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
が
、

例
え
ば
「
邊
」
と
旧
字
体
で
記
載
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ご
不
便
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
は
、
申
し
出
に
よ
り
、
そ
の
字

体
に
対
応
す
る
新
字
体
（
通
用
字
体
）

で
あ
る
「
辺
」
に
直
す
（
更
正
す
る
）

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係
（
a
5
7

1
3
1
1
1
内
線
燭
・
斯
）
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

当
間
リ
ゾ
ー
ト
予
定
地
と
き
も
の
広
場
を
視
察

　
十
二
月
一
日
d
b
佐
藤
守
良
国
土
庁
長

官
が
、
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新

潟
指
定
地
域
の
視
察
の
た
め
県
内
入
り

し
、
十
日
町
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
長
官
は
同
日
午
前
十
時
四
十
分
、

珠
川
の
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
予
定
地
に

入
り
、
丸
山
市
長
ら
か
ら
開
発
計
画
や

珠川でリゾートの説明を受ける佐藤長官

用
地
交
渉
の
進
ち
ょ
く
状
況
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ク
ロ
ス
ー
0

前
の
同
庁
の
「
花
と
緑
の
都
市
モ
デ
ル

地
区
整
備
事
業
」
で
完
成
し
た
、
き
も

の
広
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
ク
ロ
ス
ー
0
内
で
、
厚
地

副
知
事
が
平
成
三
年
度
予
算
に
対
す
る

豪
雪
対
策
な
ど
七
項
目
を
要
望
。
リ
ゾ

ー
ト
指
定
地
域
十
四
市
町
村
長
を
代
表

し
て
丸
山
市
長
が
、
リ
ゾ
ー
ト
推
進
の

た
め
の
許
認
可
事
務
促
進
へ
の
支
援
な

ど
三
項
目
を
陳
情
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
佐
藤
長
官
は
、
「
雪

を
楽
し
い
も
の
に
す
る
た
め
努
力
し
た

い
。
リ
ゾ
ー
ト
は
早
く
い
い
も
の
を
。

大
沢
峠
の
ト
ン
ネ
ル
も
七
十
億
円
は
た

い
し
た
額
で
は
な
い
」
と
話
さ
れ
、
午

後
十
二
時
三
十
分
十
日
町
を
あ
と
に
松

代
町
へ
と
向
い
ま
し
た
。
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絶デザイナー協会

創
作
デ
ザ
イ
ナ
ー
作
品
を
寄
贈

　
－
二
十
周
年
記
念
で
市
と
博
物
館
に
i

　
十
一
月
十
五
日
㈱
、
十
日

町
染
色
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会
（
藤

本
蓮
則
会
長
）
は
、
劔
立
二

皿伽

鶴欝

創作デザインを手渡す藤本さん

十
周
年
を
記
念
し
て
市
と
博
物
館
に
、

創
作
デ
ザ
嫁
ナ
ー
作
晶
各
一
点
ず
つ
を

寄
贈
し
ま
じ
た
。

　
こ
の
欝
、
同
協
会
を
代
表
し
て
藤
本

会
長
以
下
三
名
が
市
を
訪
問
し
、
丸
山

帝
長
と
前
博
物
館
協
議
会
長
の
滝
沢
栄

輔
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
し
ま
し
た
。
寄

贈
さ
れ
だ
作
品
は
、
市
に
対
し
て
藤
本

蓮
則
民
作
の
湖
平
安
祭
礼
文
」
、
博
物
館

に
は
並
村
芳
夫
疑
作
の
「
雪
華
文
臨
の

二
点
で
す
。

　
同
協
会
で
は
、
十
月
四
日
に
記
念
式

典
と
協
会
展
を
行
麟
、
二
十
周
年
を
祝

い
、
ま
し
だ
。

第1回妻有文化賞

藤
巻
秀
正
氏
（
水
沢
中
教
㊥
に
決
定

ー
過
去
の
実
績
と
今
年
の
溝
躍
が
認
め
ら
蜘
ー
－

　
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
の

文
化
振
興
の
た
め
に
設
立
さ

れ
た
「
妻
有
文
化
賞
」
の
第

心
回
受
賞
者
が
、
彫
刻
の
藤

巻
秀
正
氏
（
水
沢
中
教
諭
）

藤巻秀正さん
　（島・53歳）

に
十
一
凋
二
十
六
日
㈱
決
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
妻
有
文
化
振
興
套
（
田
村

喜
一
会
長
）
が
、
平
成
二
年
に
活
躍
し

た
約
五
申
人
の
個
人
・
団
体
の
中
か
ら

選
考
委
員
（
佐
野
良
吉
委
員
長
〉
七
塩

　
　
　
に
よ
ゆ
決
定
し
た
も
み
で
す
。

　
大
賞

　
部
大

卒
文
ン
賞

大
展
ダ
受

美
抜
ロ
賞

摩
選
回
館

多
展
3
術

、
県
第
美

身
　
、
、
原

出
員
賞
ケ

町
会
受
美

西
科
賞
・

川
二
臣
展

選
考
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
と
今
年
の
活
躍
が
評
価
さ
れ

同
磯
に
決
定
し
ま
し
だ
、

　
鉱
の
賞
嫁
第
審
團
ま
驚
毎
年

行
わ
れ
、
賞
金
二
十
万
周
と
劇

賞
と
し
て
図
書
券
（
二
万
円
）

が
、
受
賞
者
に
贈
ら
れ
ま
す
憩

　
十
一
月
二
十
六
日
㈲
、
日
大
レ
ス
リ

ン
グ
部
（
福
田
富
昭
監
督
）
の
一
行
が
、

合
宿
所
に
予
定
し
て
い
る
市
の
研
修
施

設
「
塩
之
又
山
荘
（
旧
六
箇
小
塩

之
又
分
校
）
」
を
視
察
し
た
後
、
同

施
設
の
払
い
下
げ
の
お
願
い
に
丸

山
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　
訪
問
し
た
の
は
、
福
田
監
督
（
働

日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
協

会
副
理
事
長
）
富
山
英
明
コ
ー
チ

払い下げをお願いする福田監督

（
ロ
ス
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）
小
林
孝

至
（
ソ
ウ
ル
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）
赤

生

改
装
が
伴
う
た
め
、

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
ロ
ス
五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）

ら
一
行
六
名
．

　
合
宿
所
の
誘
致
は
、
中
魚

十
日
町
桜
門
会
（
関
口
文
二

郎
会
長
）
が
、
創
立
百
周
年

を
き
っ
か
け
に
、
母
校
に
貢

献
す
る
こ
と
と
地
域
づ
く
り

に
役
立
て
よ
う
と
誘
致
を
進

め
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

地
区
振
興
会
に
協
力
を
お
願

い
し
て
九
月
議
会
で
請
願
・

採
択
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で

す
。
こ
れ
を
受
け
、
市
で
は

地
域
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ
振

興
が
図
ら
れ
る
と
払
い
下
げ

に
応
じ
ま
し
た
。

　
合
宿
所
の
開
設
は
、
一
部

　
　
　
　
来
春
三
月
ご
ろ
の

『
．
』
！
！
o
、
o
隔
！
！
電
・
o
軸
ー
、
1
、
聰
、
1
噺
o
・
鷺
軸
ー
噺
－
噺
ー
・
電
・
亀
・
1
』
1
・
陰
馬
贈
・
1
噺
o
・
ー
噺
1
・
奄
鞠
隔
も
1
噺
軸
・
喚
噺
ー
・
讐
隔
隔
・
亀
・
臨
・
ー
噺
臨
・
o
軸
晴
・
1
鴨
亀
㌧
剛
軸
亀
・
1
馬
睦
・
1
・
1
・
ー
』
軸
』
贈
鴨
1
・
亀
も
ー
・
ー
㌧
舳
し
鞠
㌧
メ

引
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧

第5回中学生の市史づくり

　　参加作品入賞者

　市史編さん委員会では、「第5回中学生の市

史づくり参加作品」を募集したところ80編の

応募があり、11月17日db審査した結果、次の

皆さんが入賞しました。（敬称略）

■奨励賞（13編）　池田崇、田村かおり（中

条中1年）桑原優子（中条中2年）俵山裕（南

中3年）梧澤友則（南中1年）柳寿子（吉田

中1年）佐野由美子（吉田中3年）樋口和美

（下条中1年）村山和雄（下条中3年）上村

唯規子（水沢中2年）森洋介、金高光春（十

日町中1年）大島明子（十日町中2年）

■佳、作（6編）　根津奈緒子（中条中1年）

春川陽子（中条中3年）保坂和美（吉田中2

年）山口俊介、庭野那奈（十日町中1年）村

山智美（十白町中2年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夢　　　　　　　　　　　　　　　　　　8夕　　　　　　　　　　　　　　　　　　9’　　　　　　　　　　　　　　　　　84　　　　　　　　　　　　　　　　　一’　　　　　　　　　　　　　　　　岬’　　　　　　　　　　　　　　　　一σ　　　　　　　　　　　　　　　9’　　　　　　　　　　　　　　　，o　　　　　　　　　　　　　　－4　　　　　　　　　　　　　　8’　　　　　　　　　　　　　直’　　　　　　　　　　　　　岬」　　　　　　　　　　　　一’　　　　　　　　　　　　8’　　　　　　　　　　　響’　　　　　　　　　　　一8　　　　　　　　　　醒’　　　　　　　　　　一σ　　　　　　　　　岬’　　　　　　　　　一一　　　　　　　　9∂　　　　　　　　o’　　　　　　　一’　　　　　　　σ’　　　　　　一’　　　　　　のヲ　　　　　ー’　　　　　o’　　　　一9　　　　0ρ　　　84　　8‘　　僧ρ　一6　0‘
一508

・
ー
噺
軸
・
亀
・
魯
・
唇
・
陰
陶
馳
・
』
隔
馳
・
1
軸
－
馬
麹
・
1
㌧
睦
陶
1
、
1
、
ー
、
o
働
亀
馬
ー
し
1
陶
亀
陶
1
、
ー
、
ー
、
賑
、
馳
、
ー
亀
ー
㌧
1
噺
馳
隔
－
鴨
－
馬
ー
鴨
ー
噺
嚇
、
ー
、
1
噂
1
も
ー
鴨
亀
、
ー
噺
ー
も
』
』
ー
、
瞳
噛
ー
、
陰
噺
ー
、
1
噛
ー
陶
陰
軸
－
腎
－
噂
鞠
、
隔
舳
1
、
ー
鴨
o
㌧

まず消そう　火への鈍感

＼無関心　　　駄

＼、

ー
ブ
な
ど
、

る
機
会
が
ふ
え
ま
す
。

＋
分
気
を
付
け
、

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
火
気
の
ま
わ
り
は
整
理
整
と
ん
す
る
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
給
油
、
移
動
は
消
火
を

確
認
す
る
。

▼
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
は
、
洗
濯
物
な
ど

を
干
さ
な
い
。

▼
天
ぷ
ら
鍋
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離

れ
な
い
。

▼
万
一
の
場
合
に
備
え
、
避
難
口
・
消

火
器
を
確
認
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
＼
＼

　
　
　
　
　
今
年
の
一
月
か
ら

　
　
　
　
十
一
月
二
十
日
ま
で

　
　
　
　
の
市
内
の
火
災
件
数

n
ψ
　
　
は
二
十
一
件
で
す
。

　
　
　
　
こ
の
う
ち
建
物
火
災

　
　
　
　
は
十
二
件
（
半
焼
一

　
　
　
　
件
、
部
分
焼
十
一
件
）

　
　
　
　
あ
り
、
焼
死
者
が
一

　
　
　
　
名
発
生
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
寒
い
季

0
0
節
を
迎
え
石
油
ス
ト

　
　
暖
房
器
具
を
多
く
使
用
す

　
　
　
　
　
取
り
扱
い
に
は

　
　
　
　
悲
惨
な
火
災
を
起
さ

　　　　　　　　　 ‘てネ

騨釜購糠
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田

・いろはカルタに

　　　　大井田を描く

～世代交流と地域おこしを目指す～

＊

＊

　
大
井
田
い
ろ
は
カ
ル
タ
製
作
実
行
委
員
会

（
小
川
修
治
会
長
）
は
、
一
月
十
五
日
に
行

わ
れ
る
初
の
雪
上
カ
ル
タ
大
会
に
向
け
、
い

ろ
は
カ
ル
タ
の
製
作
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　
世
代
の
交
流
や
地
域
お
こ
し
に
つ
な
が
れ

ば
と
、
公
民
館
の
分
館
事
業
の
一
つ
と
し
て

考
え
出
さ
れ
ま
し
た
。
四
月
に
文
章
を
募
集

し
、
四
百
四
十
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
四
十

八
点
を
、
九
月
か
ら
描
い
て
い
ま
す
。

　
カ
ル
タ
は
縦
六
十
弛
．
横
四
十
弛
．
厚
さ
一
弛
．

の
大
き
な
板
に
大
井
田
の
自
然
、
文
化
、
伝

統
行
事
を
内
容
豊
富
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

ちの喜ぶ顔が今から楽しみ子ど

＊

　漢方医学1の祖
尾台椿堂をたたえる
～尾台椿堂没後120年記念事業～

　　　　　　　　　　　蒙　　　　　　　　　　　蒙　　　　　　　　　　覆　　　　　　　　　　嚢　　　　　　　　　嚢　　　　　選響
　　　　醒灘
　雍難

講

　
中
条
が
生
ん
だ
幕
末
の
漢
方
医
・

尾
台
椿
堂
の
業
績
を
た
た
え
る
百
二

十
年
祭
が
、
十
一
月
二
十
四
日
d
b
、

二
十
五
日
㈲
の
両
日
に
わ
た
り
、
記

念
事
業
実
行
委
員
会
（
中
条
地
区
振

興
会
、
㈹
十
日
町
青
年
会
議
所
）
の

手
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
十
四
日
は
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
、

桂
歌
助
さ
ん
（
十
日
町
市
出
身
）
に

よ
る
「
尾
台
椿
堂
」
記
念
落
語
、
土

佐
寛
順
氏
（
富
山
薬
科
大
助
教
授
）

の
「
今
見
直
さ
れ
る
東
洋
医
学
」
と

題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
翌
二
十
五
日
は
、
下
町
の
生
家
跡

に
建
て
ら
れ
た
碑
の
除
幕
式
が
、
関

係
者
百
五
十
人
が
集
ま
る
中
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
碑
は
高
さ
一
・
七

騰
購
帽

　
　
　
懸
灘

繍
鰯
灘
灘
　
騒

瓢
欝

翻
舞購
式
纏
囎生家跡に建立された碑

材
、
幅
一
・
四
層
の
安
山
岩
に
黒
御

影
石
を
は
め
こ
ん
だ
も
の
で
、
椿
堂

研
究
者
の
藤
平
健
氏
（
医
学
博
士
）

が
「
生
誕
の
地
」
と
碑
銘
を
揮
ご
う

し
た
も
の
で
す
。
引
き
続
い
て
円
通

寺
で
追
善
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

わたしたちの

た
か
し
　
が
お
か

高
志
ケ
丘
と
伝
統

　
我
が
中
条
中
学
校
の
生
徒
は
、
東
に

城
山
、
西
に
信
濃
川
を
望
め
る
恵
ま
れ

た
環
境
の
中
で
毎
日
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
、
我
が
校
の

伝
統
と
な
っ
て
い
る
「
あ
せ
ま
み
れ
運

動
」
で
す
。
こ
れ
に
は
、
㊨
は
あ
い
さ

つ
、
㊥
は
整
備
、
㊥
は
ま
と
ま
り
、
㊨

1週間の始まりは伝統を誇る校歌の合唱から

は
身
な
り
、
⑳
は
礼
儀
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。
毎
朝
、
週
番
が
玄
関
で
気

持
ち
よ
い
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
先
生
方
や
来
客
の
方
々
へ
の
会

中
条
中
学
校

（
中
野
徹
也
校
長
・
生
徒
数
四
二
〇
人
）

古城友弘くん
　（3年）

釈
・
あ
い
さ
つ
が
し
っ
か
り
と
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ほ
か
に
も
、
学
年
の
壁
を
取
り
除
い
』

て
一
年
か
ら
三
年
生
合
同
の
縦
割
り
清

掃
を
行
い
、
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
校
内

の
美
化
・
整
備
に
務
め
て
い
ま
す
。
こ

の
運
動
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て

い
き
、
日
本
一
の
運
動
に
な
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
す
ば
ら
し
い
伝
統
を
紹
介

し
ま
す
。
そ
れ
は
、
毎
週
月
曜
日
の
全

校
朝
会
で
校
歌
が
体
育
館
に
響
き
わ
た

文化祭の体験教室でわら細工に挑戦
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さ
ん
の
雪
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー

雪
ま
つ
り
缶
ビ
ー
ル
発
売
中
〃

　
～
雪
ま
つ
り
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
～

　
雪
ま
つ
り
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が
、

十
一
月
二
十
八
日
㈱
ク
ロ
ス
ー
0
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
昨
年
に
引
き
続
い
て

作
製
さ
れ
た
キ
リ
ン
『
雪
ま
つ
り
缶

ビ
ー
ル
』
の
発
売
記
念
と
今
年
一
般

公
募
し
た
『
雪
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
』

の
発
表
を
か
ね
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
応
募
点
数
は
、
十
六
点
で
優
秀

賞
に
河
田
明
彦
さ
ん
の
作
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
今
は
お
歳
暮
の
時
期
。
こ
の
機
会

舌、、
ノ

糀蜘￥￥チ

に
地
域
の
宣
伝
に
、
こ
の
雪
ま
つ
り

缶
ビ
ー
ル
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
第
四
十
二
回
雪
ま
つ
り
も

二
月
十
五
・
十
六
・
十
七
日
の
実
施

に
む
け
て
各
種
企
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。曝欝’ノの犠

勅灘

る
こ
と
で
す
。
詩
は
堀
口
大
学
先
生
が

書
か
れ
た
も
の
で
、
卒
業
し
て
い
か
れ

た
先
輩
方
か
ら
と
て
も
大
切
に
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷺
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
姶

響欝磨．協幽軸躍垂　轟

家族・先生・生徒のふれあい、高志ケ丘

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
わ
た
し
た
ち
も

受
け
つ
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
は
道
徳
の
研
究
指
定
校
と
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
の
方
々
と
の
交

流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
先
日

行
な
わ
れ
た
文
化
祭
で
は
、
P
T
S
が

一
つ
と
な
り
、
『
高
志
ケ
丘
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
』
と
い
う
催
事
を
行
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
地
域
の
方
々
に
多
数
お
こ
し

い
た
だ
き
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
、
大
成
功
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
教
育
目
標
の
「
自
学
・
鍛
練
・
協
働
」

プ
ラ
ス
「
あ
せ
ま
み
れ
運
動
」
に
負
け

ぬ
よ
う
、
す
ば
ら
し
い
伝
統
を
築
き
あ

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
第
五
回
農
協
共
済
綱
引
県
大
会
が
、

去
る
十
一
月
二
十
三
日
㈹
に
新
潟
市
体

育
館
で
行
わ
れ
、
わ
が
珠
川
綱
引
ク
ラ

ブ
が
念
願
の
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

大
会
に
ば
、
県
下
八
百
三
チ
ー
ム
の
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
、
四
十
六
チ
ー
ム
の

強
豪
が
参
加
し
て
争
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
家
族
も
大
勢
応
援
に
駆
け
つ

け
、
大
声
援
の
中
で
全
試
合
と
も
2
－

0
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
県
代
表
と
な
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
は
準
優
勝
で

涙
を
の
み
、
今
年
こ
そ
は
と
年
間
を
通

し
て
週
三
回
の
猛
練
習
が
実
っ
た
も
の

と
、
家
族
と
も
ど
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
員
は
、
男
性
だ
け
の
十
二
人

で
、
年
齢
は
三
十
一
歳
か
ら
四
十
四
歳
。

練
習
も
自
分
た
ち
で
作
っ
た
綱
引
マ
シ

ン
を
使
っ
た
り
、
強
豪
チ
ー
ム
と
練
習

試
合
を
重
ね
な
が
ら
、
実
力
を
つ
け
て

き
ま
し
た
。

　
履
物
も
地
下
タ
ビ
や
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ

ー
ズ
で
練
習
し
て
い
た
の
で
す
が
、
す

ぐ
破
れ
て
し
ま
い
、
今
で
は
綱
引
専
用

シ
ュ
ー
ズ
を
使
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
年
間
四
～
五
足
を
履
き
つ
ぶ
す
ほ
ど

激
し
い
運
動
で
す
。

　
今
年
こ
そ
は
優
勝
と
、
三
月
に
は
東

京
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
の
雰
囲
気
を

見
に
行
っ
た
り
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
新
し

く
つ
く
る
な
ど
技
術
面
以
外
に
も
力
を

注
い
で
き
ま
し
た
。

　
綱
引
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
強
い

体
力
を
つ
く
る
こ
と
と
仲
間
づ
く
り
で

す
。
と
き
に
は
酒
を
飲
ん
で
地
域
の
将

来
を
語
っ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
十
二
月
の
B
S
N
主
催
の
県

大
会
や
、
三
月
三
日
の
千
葉
市
幕
張
メ

ッ
セ
で
行
わ
れ
る
農
協
の
全
国
綱
引
大

会
で
の
上
位
入
賞
を
目
指
し
て
、
熱
の

入
っ
た
練
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

7』旨おガ夢3平成2年12月10日
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團　　友だちやお客さんから出る　　話ですが、住民票や印鑑証明

を出す市民課の窓口が、夜5時以降

1時間半から2時間延長してもらえ

ればという声を聞きます。

勤め人は昼休みや休みを取って、

市役所に行くのはなかなかできない

ものです。わたしも商売をしていま

すので、勤め帰りや夕食後のお客さ

んのために8時まで店を開いています。

市役所も月2回土曜日が休みにな

り休日がふえました。市民のための

市役所が、休みがふえたことにより

住民サービスの低下にならたいため

にも、ぜひ実施をお願いしたいと思

います。

圏従棄鷲繍嵩繍1
します。

国際社会の中で日本人の働きすぎ

が指摘されているところですが、土

田村　隆さん（下条中央通り）

曜閉庁法が成立し国・地方公共団体

とも週休二日制を推進していくこと

になりました。

当市でも国県にならって7月から

土曜閉庁を実施いたしましたが、閉

庁方式のほうが公務能率の面から望

ましいなどの理由によるものです。

したがいまして、これらの主旨を

ご理解いただき、従来どおりのご利

用をお願いしたいと思います。

なお、出張所での取り扱いのほか

11月1日からは、郵便局の協力によ

り市内のどの郵便局からでも郵便で

請求できるようにいたしました。

印鑑証明については、登録証を持

参していただかないと交付できませ

んので対象外となりますが、住民票

や戸籍、除籍の謄抄本、年金受給者

の現況証明にご利用いただきたいと

思っております。

　　　　　（市民課市民係）

この欄では，皆さんのところに

お伺いして市役所の仕事などでわ

からないことや疑問点について担

当課でお答えします。近所の話題、一

市に対する提言。ご意見をお侍ち

してし、、ますのでご連絡ください。

圃連絡先／総務課文書広報係

　　（盈57－3／／／内線2／3・214）

つ
つ
℃
℃
℃
旭
O
O
℃
萄
も
◎
も
0
0
0
0
0
D
D

珍
鞭
　
．
鯉

0動

　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
砂
浜
が
き

れ
い
な
日
本
海
と
中
国
地
方
一
の
大
河

江
の
川
が
流
れ
る
江
津
市
で
す
。
こ
れ

と
い
っ
た
産
業
も
な
い
半
農
半
漁
の
市

で
す
が
、
遠
浅
の
海
、
お
い
し
い
魚
と

　
　
　
い
わ
み

果
物
、
石
見
焼
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
の
家
の
近
く
に
海
が
あ
り
、

小
さ
い
こ
ろ
は
だ
し
で
海
に
行
っ
て
泳

い
だ
り
、
は
ま
ぐ
り
取
り
を
し
て
一
日

中
遊
び
ま
し
た
。
浅
利
富
士
と
い
う
富

士
山
に
似
た
山
が
あ
っ
て
、
小
学
校
の

こ
ろ
よ
く
遠
足
に
行
き
ま
し
た
。
赤
倉

に
は
赤
倉
神
楽
と
い
う
郷
土
芸
能
が
あ

り
ま
す
が
、
江
津
に
も
石
見
神
楽
が
あ

り
、
十
月
十
九
・
二
十
日
の
秋
祭
り
に
夜

通
し
踊
り
明
か
す
の
を
見
に
行
き
ま
し

た
。
伝
統
の
神
楽
が
嫁
ぎ
先
に
あ
る
の

も
、
何
か
因
縁
じ
み
た
も
の
を
感
じ
ま
す
。

　
岐
阜
の
会
社
で
主
人
と
知
り
合
い
、

十
日
町
に
来
て
今
年
で
十
八
年
目
。
嫁

に
来
た
こ
ろ
一
番
苦
労
し
た
の
は
雪
と

言
葉
で
し
た
。
十
日
町
の
言
葉
は
本
当

窪霧祁

曳ロ県

グ

島轟県

仏島県

〃β

に
わ
か
ら
な
く
て
、
家
族
と
の
会
話
や

電
話
に
出
る
の
が
い
や
で
し
た
。
そ
し

て
雪
、
今
は
道
路
も
除
雪
も
良
く
な
り

ま
し
た
が
、
当
時
は
交
通
の
便
も
悪
く
、

子
ど
も
を
お
ん
ぶ
し
て
二
時
間
半
、
雪

道
を
歩
い
て
お
医
者
さ
ん
に
行
っ
た
時

は
大
変
で
し
た
。

　
で
も
住
め
ば
都
で
、
ふ
き
の
と
う
が

出
れ
ば
春
を
感
じ
、
秋
に
な
れ
ば
紅
葉

が
山
を
染
め
る
四
季
の
す
ば
ら
し
い
所

で
、
雪
が
少
な
け
れ
ば
最
高
で
す
。
江

津
に
は
年
に
一
度
、
家
族
そ
ろ
っ
て
お

い
し
い
果
物
を
食
べ
に
行
く
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 庭野よし子さん

　（赤　倉・42歳）

　　ごうづ
島根県江津市
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　料〉

うり……3kg

からし…1袋

砂糖……200g

塩………120g

酢………120cc

材
ゆ
く
き

き
ゅ
藏
り
の
悲
ら
腰
漬

ん
）

さ
歳
3

　
　
3
0

ズ
5
9

　
　
　
　

シ
　
　
一

　
　
麦
7

崎
　
5

　
　
田
盈

福
（

　
き
ゅ
う
り
の
色
が
そ
の
ま
ま

　
見
た
目
が
き
れ
い
で
コ
リ
コ
リ
と
し

た
歯
ざ
わ
り
が
何
と
も
言
え
ま
せ
ん
。

　
わ
が
家
は
漬
物
が
大
好
き
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。
今
の
季
節
で
は
、
カ
ブ
や
大
根
も

同
じ
よ
う
に
漬
け
て
も
な
か
な
か
い
い

も
の
で
す
よ
。
食
卓
に
お
茶
の
時
、
仲

間
に
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
作
り
方
〉
①
洗
っ
た
き
ゅ
う
り
を
容

器
に
（
重
ね
て
）
並
べ
る
。

②
か
ら
し
・
砂
糖
・
塩
・
酢
を
全
部
良

く
混
ぜ
合
わ
せ
、
①
の
き
ゅ
う
り
に
塗

り
つ
け
る
（
上
の
段
の
き
ゅ
う
り
に
）
。

③
重
し
は
四
～
五
舞
く
ら
い
に
し
、
一

晩
で
水
が
上
が
る
よ
う
に
す
る
。

※
一
日
で
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　
お
ま
ち
し
て
い
ま
す
！

　
「
わ
が
家
の
味
」
・
に
登
場
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ど
ん

な
料
理
で
も
結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
（
総
務
課
文
書
広
報
係
）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
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　　　⑫

（12，力齊）

小杉健太くん
俊広・ゆり子さん長男

　　（四日町2）

　ぼく．おじいちゃんから大きなダンブカーを買ってもらったん

だ。ほかにもブルトーザー．クレーン車、ショベルカーがいっぱ

いあるんだよ。車に乗るのとボール投げが一番好きなんだよ。

●●●q膨●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

八箇保育園

　　　⑫グ

　発表会にドラゴンボールの

剣で戦うのをやって￥見に来

た家の人を描いたんだよ。

価、“憂

　保育園の発表会に．うさぎ

組8人で「のら猫シャッポ」

を踊った様子を描いたのよ5

　
　
　
　
　
（
3
歳
）

村
山
祐
生
く
ん

　
　
　
　
　
（
6
歳
）

雲
野
香
恵
ち
ゃ
ん

匿
φ
匿
『
艀
艀
㌍
艀
艀
僻
謄
γ
艀
僻
膨
艀
謄
僻
僻
俸

　
　
　
　
㌧
こ
㌧

齋
木
武

　
う
と
ぎ

　
椌
木
と
い
う
名
前
は
ど
う
し
て
つ
い

た
か
わ
か
ら
ね
え
ど
も
、
ど
う
も
当
て

　
ひ
か
え

字
で
控
木
を
椌
木
と
昔
の
し
ょ
が
言
っ

て
し
ま
っ
た
ん
じ
ゃ
ね
え
か
と
い
う
話

を
聞
い
て
い
ら
ん
だ
ど
も
の
。
お
ら
ど

こ
の
裏
に
「
お
っ
こ
う
の
木
」
が
あ
る

ど
も
、
そ
い
が
二
百
五
十
年
ぐ
ら
い
経

っ
て
い
ら
ん
の
。
つ
ぼ
を
つ
く
の
に
一

本
必
要
な
ん
で
県
内
で
一
・
二
番
だ
そ

う
だ
が
、
椌
木
も
そ
れ
ぐ
ら
い
経
っ
て

い
ら
ん
じ
ゃ
ね
え
か
の
。

　
お
ら
は
三
十
一
の
年
に
戦
争
に
行
っ

て
、
北
海
道
の
寒
い
ど
こ
か
ら
南
方
の

暖
か
い
ど
こ
ま
で
騒
い
で
来
た
て
の
。

第
二
国
民
兵
役
で
昭
和
十
八
年
の
十
月

に
舞
鶴
海
兵
隊
に
入
っ
て
か
ら
、
北
海

雄
さ
ん

　
（
椌
木
・
7
7
歳
）

籔

道
、
茨
城
の
航
空
隊
、
台
湾
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
ジ
ャ
ワ
と
行
っ
て
き
た
て
の
。

お
ら
の
部
隊
は
赤
と
ん
ぼ
の
飛
行
機
を

整
備
し
て
い
た
ん
だ
て
の
。
二
十
一
年

の
六
月
に
着
の
身
、
着
の
ま
ま
で
広
島

に
上
陸
し
て
、
銭
五
百
円
と
乾
パ
ン
ニ

日
分
を
い
た
だ
い
て
帰
っ
て
来
ま
し
た

て
の
、
運
が
良
か
っ
た
ん
そ
の
。

　
そ
の
年
の
十
一
月
に
嫁
さ
ん
を
も
ら

っ
て
か
ら
、
農
業
一
筋
で
き
ま
し
た
の
。

米
だ
け
で
は
だ
め
の
ん
だ
ん
が
蚕
を
か

っ
て
桑
園
を
広
げ
た
り
し
て
の
、
ま
ゆ

は
一
年
間
に
百
貫
と
り
ま
し
た
て
の
。

や
っ
と
軌
道
に
乗
っ
た
ん
だ
ど
も
、
妻

が
病
気
に
な
っ
て
蚕
を
や
め
田
ん
ぼ
も

一
町
歩
に
減
ら
し
ま
し
た
て
の
。
手
が

ね
え
ん
だ
ん
が
、
八
箇
の
沢
で
耕
運
機

を
入
れ
た
ん
も
お
ら
が
一
番
早
か
っ
た

の
。
馬
道
か
ら
リ
ヤ
カ
ー
道
に
広
げ
る

た
め
に
ほ
ね
お
っ
て
の
、
お
ら
の
一
生

は
道
の
心
配
で
終
わ
っ
た
ん
そ
の
。

　
お
ら
は
忙
レ
く
動
い
て
ら
ん
が
好
き

で
、
仕
事
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
、

余
生
を
楽
し
ん
で
い
る
ど
も
、
こ
れ
か

ら
の
し
ょ
が
こ
の
ま
ま
で
い
が
れ
る
か

ど
う
か
心
配
だ
の
。

9と6・ガ夢』し平成2年12月10日
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リフト料金

1回券 130円
回数券（17回） 2，000円

1日券 3，006円

　市民スキー場
　　　　　　　　　　　初級・中級・上級

　　　　　　　　　　の全コースにナイ

　　　　　　　　　　ター施設を完備。

　　　　　　　　　　練習にはもってこ

　　　　　　　　　　いのコースです。

　ナイターは日・月曜日、祭日を除く毎夜6時

15分～9時まで。

※問い合わせ

　または体育課（盈52－4377）へ。

十日町スキーリフト㈱（費57－5886）

桂スキー場
　ゆるやかな斜面、小さな子ども

さん連れにはうってつけのゲレン

デです。ロープ塔は土・日曜日、

祭日に運転します。

蹴交通機関

蹴問い合わせ

　（盈52－3017）へ。

ロープ塔料金

1日券
半日券

800円

500円

魚沼中条駅から東側へ徒歩で15分。

桂スキー場（暦57－3478）または魚沼酒造㈱

上越国際当間スキー場
上越国際スキー場『塩之又ゲレンデ』

　　　　　12月15日出オープン

中峰スキー場
ロープ塔料金

大人1日券

小人1日券

1，000円

800円

　家族で楽しめるゲレンデ、疲れ

たら暖かいロッヂ中峰でちょっと

一休みです。ロープ塔は土・日曜

日、祭日に運転します。

窺交通機関　下条駅から東側へ徒歩で20分。

庫問い合わせ　ロッヂ中峰（盈55－2825）または下条公民館

　（費55－2004）へ。

　今年は、北斜面に当間第

8リフト（781m）を新設、

ますます楽しめるゲレンデ

になりました。

　県道改良工事により駐車

場手前のカーブもゆるやか

に、道幅も広ぐなりました。

　　　　　　〈無料送迎バスの時間〉

1，フ繋料金

1回券 260円

高速4人乗りリフト 520円

回数券（11回券） 2，600円

1日券 3，600円

藩狽瞬駅繭難幾關ス聾一場 当間ス驚一場鱒驚田瞬駅前

8　二30　→　　8　二55 15　二〇〇　→　15　二25

10　二30　→　10　二55
17　二〇〇　→　17　：25

土曜日のみ
13　二30　→　　13　二55

窟，運行期間　12月23日（日）～来年1月7日（月）までの毎日。

　1月8日（幻～3月31日（日）までの土・日曜日、祭日。

庵問い合わせ　上越国際当間スキー場（智58－3291）へ。

年末・年始は市業務を休みます

所　
　
館
館
館
館
館

　
　
　
　
育
育

役
黎
蕪
道

　
　
博
公
総
市
裁

市
〔

集収みご

羽根川荘

四ツ宮荘

　12月29日㈹～1月3日㈲まで、平常業務を休

みます。

　ただし、市民課・税携課・保健衛生課の窓口

は、29日㈹の正午まで業務を行います。

　12月31日（月）～1月3日㈲まで、ごみ収集は休

みます。

　なお、焼却場・高城沢への持ち込みは31日（月）

の正午まで受け付けます。

　12月28日㈹～1月4日㈹まで、1月14日（月）・

15日（幻・16日㈱と休みます。

12月29日Gb～1月3日㈲まで休みます。

　冬休みを利用して水泳教室に参加し

てみませんか。家に閉じこもりがちな

冬こそ体力づくりが必要です。室温

30℃、水温29．5℃の快適なスイミング

スクールに、ぜひおいでください。

「クロス10』の年末・年始の業務

休館日
①12月27日㈲午後1時～28日㈹まで、物産ホー

　ルのみ（棚卸しのため）休みます。

②12月29日ω～1月1日（幻まで。

営業日
①1月2日㈱・3日㈲は午前10時～午後3時。

②1月4日働から通常営業を始めます。

き
ろ
者
費

　
こ
象
加

と
と
対
参

■
　
■
　
■
　
■

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

　
「
短
期
水
泳
教
室
」

　
　
　
　
　
　
冬
こ
そ
泳
ご
う
ー

■問い合わせ

電話での受け付けはいたしませんので、直接おいでく

ださい。送迎バスを運行いたします。

12月24日（月）～28日㈹午前10時30分～正午

スイミングスクール

3歳～15歳の幼児・学童　　■定員　50人

5，000円（消費税を含む）

　　スイミングスクール（費58－3343）へ。

12月の体育施設無料開放日　22日d⇒
■問い合わせ　体育課（総合体育館内智52－4377）へ。

ヱ0
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＝i交通安塗キャンベーン

囹飲酒運転は絶対やめましょう

　「飲んだら乗るな

乗るなら飲むな」を

家庭・職場・地域ぐ

るみで推進しましょ

う。

　
　
｛
訓
響

　
　
　
∂
？
　
　
、

　
　
へ
ご
　
　
　
、
：

⑭
　
　
　
　
〔
室
’

　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
己

11月中の交通事故発生状況　（）は累計

市町村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成2年 31（200） 32（245） 0（4）

平成元年 16（198） 18（217〉 0（7）

川西町
津南町
中里村

平成2年 18（95） 21（105） 0（3）

平成元年 3（90） 3（105） 0（5）

計
平成2年 49（295） 53（350） 0（7）

平成元年 19（288） 21（322） 0（12〉

　　　　　交差点で衝突事故
　叢i議

　灘鐵　　11月1日㈲午前8時ごろ、

　　　　下川原町地内で29歳女性の運

転する普通乗用車が、渋滞中の交差点を

右折する際、対向してきた16歳女性の運

転する原動機付自転車と衝突、原付車の

女性が左足に負傷しました。特に交差点

付近ではお互いに安全確認をしましょう。

省エネルギーにこ協力ください
　中東情勢による国際石油需要と地球温暖化間題

　省エネルギー・省資源対策推進会議では、国

民の皆さんに冬期間における暖房や車の利用に

ついての省エネルギーを呼びかけています。

　8月2日のイラクによるクウェイト侵攻以来石

油情勢は極めて不透明なまま推移し、中東情勢

の動向によっては供給不足になる可能性もあり

ます。また、窒素酸化物等による大気汚染や地

球温暖化の問題などが主な理由です。

■家庭における節約

①室温を20℃に調整する　②部

屋の保温に心がける　③暖房機

器の置き場所を工夫する　④適

切な暖房機器を選ぶ　⑤暖房機

器を手入れする　⑥電気こたつ・

カーペットは上手に使用する

⑦お風呂は上手に使用する⑧

湯沸器の使い方を工夫する

■マイカー利用の節約

①急発進をやめる　②急加速はや

める　③ムダなものを積み込むの

をやめる　④空ぶかしをやめる　⑤

アイドリングは短めにする　⑥無

計画ドライブはやめる　⑦経済速

度で走る

　※鉄道・バス等を利用して、マ

イカーをできるだけ自粛する。

在宅介護費用の証明書を発行
　　　　　医療費控除の対象となります

　　断酒のつどい
　一人ではやめられない酒を、仲間

で励まし合って断酒道に励んでいる

会です、お気軽においでください。

■と　き　12月27日㈲午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■申し込み　十日町保健所（智57－

　2400）または保健衛生課保健衛生

　係（費内線138）へ予約ください。

　　　　　農業大学生募集

　　　　■募集人員　①総合農業科二25人

　　、　　②蚕業科：5人　③園芸科二15人

　　　　④畜産科二15人

　　　　■修業年限　2年
／

　　　　■出願資格　高等学校卒業者（来春

　　　　　3月卒業見込みを含む）または同

　　　　等以上の学力があると認められる

　　　　おおむね25歳以下の人

　　　　■入校試験　2月1日働県農業大学

　　　　校……学力試験（国語1・数学1・

　　　　理科1）、調査書、意見書、面接の

　　　　審査結果で判定します。

　　　　■問い合わせ　県農業大学校（〒953

　　　　新潟県西蒲原郡巻町盈0256－72－

　　　　3141）へ。

　　市では、病気やケガで寝たき

り等の状態にある人に対し、在宅療

養を行うため医師と適切な連携をと

って、家庭奉仕員による在宅介護サ

ービスの提供をしたとき、その費用

の内容を記載した「在宅介護費用証

明書」を本人の申し出により発行す

ることになりました。

　この証明書を確定申告の際に提出

すると、医療費控除の対象になります。

■在宅介護サービスの内容

　①食事の介護（買物と調理を除く）

　②排泄の介護　③衣類着脱の介護

　④入浴の介護　⑤身体清拭、洗髪

　⑥通院等の介護その他身体の介護

　　在宅介護費用証明書
下記の内容により、医師との連携の下に在宅介護サー
ビスを提供し、その費用を領収したことを証明する。

　　　　　　平成　　年　　月　　日
　事業者名
　所在地（住所）

　代表者名　　　　　　　　　　印

　　　　　記
患　　　者

氏　　名 性　別　　男・女

住　　所

生年月日 明大昭平　年　月　日年　齢　　　歳

費用負担者
氏　　名 続　柄

住　　所

傷　病　名 により寝たきり等の状態である。

主治医又は
協力医療機
関

医療機関名

所在地（住所）

医師氏名

介護内容

該当するも

のに0をつ
ける。

ア．食事の介護（買物及び調理を除く）
イ．排泄の介護
ウ．衣類着脱の介護
エ
． 入浴の介護
オ．身体の清拭、洗髪
力．通院等の介護その他必要な身体の介護
　　（　　　　　　　　　　　　　　）

介護内容 平成　年　月　日から平成　年　月　日までの間
に領収した金額の合計額（上記のアからカまでの
介護に係るものに限る。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円

■問い合わせ　市社会福祉事務所社

　会係（盈内線136）へ。

平成3年1月1日㈹午前2時から
東京03地域の市外局番が4ケタに

欝一3舞難細難1□
↑

　　　　　　アタマに3
現在3ケタの市内局番をご利用のお客様はアタ

マに3をつけた4ケタの市内局番になります。

03－　740一□□□□のお客様の場合は

03－3740一□□□□となります。

伊．．

●お問い合わせ　NTT十
日町支店（費52－2690）へ。

12七6∬鈷平成2年12月10日



㊧＠⑯市史編さん室

　　　　ノデヘヌ
太田島小牧神社のケヤキ

　
市
内
土
市
か
ら
水
堀
を
通
過
す
る

国
道
一
一
七
号
線
か
ら
見
下
す
崖
下

に
は
、
大
正
十
二
年
に
耕
地
整
理
を

し
、
さ
ら
に
今
年
再
整
理
を
完
工
し

た
田
が
美
し
く
広
が
っ
て
い
る
。
戦

前
・
戦
後
を
通
し
て
水
田
経
営
の
理

想
郷
と
う
た
わ
れ
た
太
田
島
で
あ
る
。

　
太
田
島
集
落
の
北
端
に
、
ケ
ヤ
キ

に
囲
ま
れ
た
鎮
守
の
森
が
あ
る
。
集

落
の
成
立
と
深
く
か
か
わ
り
の
あ
る

小
牧
神
社
の
社
そ
う
で
あ
る
。
境
内

に
は
五
本
の
大
ケ
ヤ
キ
が
社
殿
を
囲

む
よ
う
に
茂
っ
て
い
る
。
戦
後
し
ば

ら
く
ま
で
同
じ
位
の
太
さ
の
も
の
が

も
う
三
本
、
現
存
の
五
本
の
間
に
挟

ま
る
よ
う
に
生
育
し
て
い
た
と
い
う

（
上
村
重
行
さ
ん
の
話
）
。

　
社
殿
に
向
っ
て
左
側
奥
の
一
本
が
、

ひ
と
き
わ
高
く
他
を
圧
し
て
み
ご
と

な
樹
形
を
誇
っ
て
い
る
。
樹
高
は
お

お
よ
そ
三
五
㌶
、
枝
下
二
〇
材
、
太

さ
は
目
通
り
周
囲
六
・
四
六
材
（
他

は
三
・
六
折
、
三
・
七
七
層
、
二
・

七
四
材
、
四
二
七
折
の
四
本
）
、
枝

張
り
最
大
二
三
材
、
樹
齢
は
推
定
七

〇
〇
年
、
樹
勢
は
き
わ
め
て
盛
ん
で

あ
る
。

　
県
内
の
大
ケ
ヤ
キ
で
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
の
は
、
国
指
定
が
二

本
、
県
指
定
が
五
本
で
あ
る
。
太
さ

は
、
目
通
り
周
囲
九
㌶
以
上
で
あ
る

が
枝
下
は
い
ず
れ
も
短
い
。
樹
勢
は

川
西
町
赤
谷
の
も
の
以
外
は
衰
え
が

見
ら
れ
る
と
い
う
。

　
こ
の
ケ
ヤ
キ
の
太
さ
は
、
国
県
指

定
の
も
の
に
は
及
ば
な
い
が
、
郡
市

で
は
赤
谷
の
も
の
に
次
ぐ
太
さ
で
あ

る
。
枝
下
の
長
さ
は
県
下
最
大
で
あ

る
と
と
も
に
、
一
種
一
本
の
独
立
樹

で
は
な
く
、
ケ
ヤ
キ
一
種
で
社
そ
う

を
形
成
し
て
い
る
こ
と
は
珍
ら
し
く
、

歴
史
的
背
景
を
推
測
す
る
上
に
お
い

て
も
た
い
へ
ん
貴
重
で
あ
る
。

小牧神社を囲む5本のケヤキ

一9

日
本
版
画
会
展
で

　
　
　
都
知
事
賞
を
受
賞

　
　
　
　
重
野
桂
二
さ
ん

　
　
　
　
（
稲
荷
町
3
東
・
5
6
歳
）

　
十
一
月
二
十
五
日
か
ら
今
月
一
日

ま
で
東
京
都
美
術
館
で
開
か
れ
て
い

た
、
第
三
十
一
回
日
本
版
画
会
展
で
、

一
般
公
募
最
高
賞
の
都
知
事
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
初
出
品
で
最
高
賞
に

輝
い
た
作
品
は
、
魚
沼
地
方
の
雪
景

色
を
表
現
し
た
「
里
」
。
同
時
に
出
品

し
た
「
杉
」
と
「
雪
」
の
二
点
も
入

選
を
し
ま
し
た
。

　
重
野
さ
ん
が
版
画
家
の
星
裏
一
氏

に
師
事
し
て
、
版
画
を
始
め
た
の
が

昭
和
三
十
六
年
。
こ
れ
ま
で
に
も
国

画
会
な
ど
に
入
選
を
し
て
き
ま
し
た
。

版
画
を
志
し
て
以
来
、
一
貫
し
て
追

い
求
め
て
き
た
テ
ー
マ
は
”
雪
国
”
。

「
雪
国
に
住
む
者
と
し
て
、
生
涯
こ

の
テ
ー
マ
を
追
い
続
け
て
行
き
た
い
」

と
語
る
重
野
さ
ん
。

　
作
品
を
完
成
さ
せ
る
の
に
、
何
週

間
も
か
か
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
。
大

作
を
仕
上
げ
、
ホ
ッ
と
す
る
間
も
な

く
、
次
の
作
品
に
向
う
意
欲
が
わ
い

て
く
る
と
い
い
ま
す
。

　
十
日
町
実
業
高
校
講
師
の
か
た
わ

ら
、
川
治
、
下
条
、
大
井
田
の
各
公

民
館
を
は
じ
め
、
郡
市
内
の
数
多
く

の
公
民
館
版
画
教
室
の
指
導
で
、
休

む
間
も
な
い
多
忙
な
重
野
さ
ん
で
す
。

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い
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と砺ま妙自然
　　　　　　（王里科センター）

　　ダイモンジソウ　⑮

　山地の水のしたたる岩場や斜面

に生えるユキノシタ科の多年草で
す。

　根本から長さ10～30cmの柄を

もった葉が数枚で、葉は円形で厚

く、表面には光沢があります。

　9～10月ごろ、高さ10～30cmに

のびた茎の先に白い花が集まって

咲きます。花が「大」の字に似て

いることから「大文字草」と名が

つきました。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

一
一

詞ミ

　
四
年
生
の
教
科
書
に
「
雪
国
の
く
ら

し
」
と
い
う
単
元
が
あ
り
、
十
月
町
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。
静
岡
・
四
国
・
広
島

な
ど
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
お
便
り
が
た
く

さ
ん
届
き
、
㊥
の
隣
り
の
㊨
が
返
事
に
追

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
質
問
の
中
で
困
る
の
が
「
雪
が
降
る
と

ど
ん
な
遊
び
を
し
ま
す
か
。
」
㊥
の
小
さ

い
こ
ろ
は
、
雪
合
戦
、
雪
だ
る
ま
、
ガ
ッ

チ
ン
と
遊
ん
だ
も
の
で
す
が
、
今
や
家
の

中
で
フ
ァ
ミ
コ
ン
と
い
う
の
が
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
中
で
大
井

田
で
は
、
小
正
月
に
親
子
そ
ろ
っ
て
雪
上

カ
ル
タ
大
会
を
や
る
そ
う
で
す
。
す
ば
ら

し
い
企
画
で
す
ね
。

　
利
雪
・
親
雪
…
…
。
懐
し
い
遊
び
を
子

ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
ね
。

今
年
の
冬
は
、
家
族
そ
ろ
っ
て
雪
遊
び
を

と
考
え
て
い
る
㊧
）
で
す
。

ユ2




